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か
げ
お
く
り
」、
四
年
生
は
社
会
科
発
表
「
常

陸
大
宮
市
史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り
」、
五
・

六
年
生
は
群
読
「
教
室
は
ま
ち
が
う
と
こ
ろ

だ
」
と
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
千
の

風
に
な
っ
て
」、
さ
ら
に
、
四
年
生
か
ら
六
年

生
は
、
市
音
楽
会
で
の
合
奏
発
表
も
披
露
し

ま
し
た
。

　

第
二
部
の
交
流
の
つ
ど
い
で
は
、
親
子
創

作
活
動
と
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
活
動
、
第
三
部
の
収
穫
の
つ
ど
い
で

は
、
参
加
者
全
員
に
赤
飯
と
豚
汁
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　
　

月　

日（
火
）に
は
、「
原
子
力
教
室
」が

１２

１１

開
か
れ
ま
し
た
。

　

低
学
年
児
童
は
ビ
デ
オ
に
よ
る
学
習
、

中
・
高
学
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
子
力
協
議

会
の
方
を
講
師
に
迎
え
、
実
験
道
具
の
作
成

と
そ
れ
を
使
っ
た
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
講
師
の
先
生
が
見
せ
て
く
れ
た

実
験
や
自
分
た
ち
が
実
際
に
製
作
し
た
「
霧

箱
」
を
使
っ

て
の
観
測
に

瞳
を
輝
か
し

て
い
ま
し
た
。 
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本
校
は
、
常
陸
大
宮
市
の
東
南
部
に
位
置

し
て
お
り
、
西
側
に
は
久
慈
川
が
流
れ
、
南

北
に
通
る
県
道
山
方
・
大
宮
線
に
沿
っ
て
開

け
た
地
域
に
あ
り
ま
す
。　

学
区
は
、
大
体

平
坦
地
で
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
で
創
立
１
３
５
年
の
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
学
校
で
あ
り
、
地
域
住
民
・
保
護
者

は
、
人
情
味

が
厚
く
、 「
お

ら
が
学
校
」

と
い
っ
た
親

近
感
を
持

ち
、
学
校
教

育
に
対
し
て

は
、
登
下
校

で
の
安
全
確

保
や
挨
拶
運

動
を
は
じ

め
、
物
心
両

面
か
ら
献
身
的
な
協
力
・
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
運
動
会
は
、
区
民
合

同
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
素
直
で
素
朴
、
明
る
く
、

自
然
に
親
し
み
、
助
け
合
い
の
心
や
奉
仕
の

精
神
が
あ
り
、
情
緒
的
に
安
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
体
力
・
運
動
能
力
は
全
体
的
に

県
平
均
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
り
、
学
習
に
は

真
剣
に
取
り
組
み
、
自
ら
進
ん
で
学
習
し
よ

う
と
一
人
一
人
よ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。
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昨
年
、　

月　

日 （
土
） に
、「
せ
き
小
秋
ま

１１

１０

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
学
習
発
表
の
つ
ど
い
で
は
、
一

年
生
は
暗
唱
劇
「
大
き
な
か
ぶ
」
と
合
奏 「
こ

い
ぬ
の
マ
ー
チ
」、
二
年
生
は
暗
唱
劇
「
ス
イ

ミ
ー
」、
三
年
生
は
暗
唱
劇
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の

　

１
月　

日 （
月
） に
は
、
恒
例
行
事
で
あ
る

２８

全
校
児
童
に
よ
る
「
そ
ば
打
ち
体
験
学
習
」

が
、
辰
ノ
口
地
区
に
あ
る
「
そ
ば
処
・
し
ん

す
い
庵
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
が
縦
割
り
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
仲
よ
く
協
力
し
て
異
学
年
で
交
流
を
図

る
活
動
で
す
。
そ
ば
打
ち
体
験
を
通
し
て
、

地
域
の
方
々
と
も
交
流
し
、
地
域
の
特
産
物

や
手
作
り
の
良

さ
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

児童数：89人
(小倉1517　�53－1931）

�������	
�������	
��
�������	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
��
�
��
�
�
�
�
	�

校　　訓めざす児童像




